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１．調 査 対 象 横浜市青葉区美しが丘１～３丁目に居住する全世帯（６４９５世帯）
＊世帯数は２０１２年３月３１日現在

２．調 査 方 法 自記式アンケート調査 訪問留置郵送回収、一部訪問回収

３．調 査 期 間 ２０１２年７月２６日～８月１０日

４．依頼・回収状況 依頼：４７５２世帯 回収：１３５８世帯（依頼数に対し２８．６％）

調査概要
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１．たまプラーザに対する満足状況とニーズ
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図表１－１ たまプラーザに対する満足度：全体満足度（Ｑ２）

１）たまプラーザに対する全体満足度について

たまプラーザに「満足」している人は約４割、「どちらかといえば満足」を含めると９割

以上となり、全体的な満足度は高いといえます。

ベース人数：1358人

38.1 55.2 5.2
0.4

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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図表１－２ たまプラーザに対する満足度：生活環境別（Ｑ１）

２）たまプラーザの生活環境別満足度について

街の風格や交通の利便性、自然、買い物施設には満足している人が多いものの、

公共施設や娯楽施設に対しては不満に感じている人が多いようです。

ベース人数：1358人

4.0

6.0

5.6

8.4

16.9

16.6

15.9

23.9

29.5

29.2

29.5

41.7

40.2

38.1

43.2

40.6

20.5

24.8

27.8

32.6

37.7

51.8

56.9

50.4

45.4

48.1

53.3

42.5

45.1

49.1

45.1

49.6

18.3

20.0

37.8

31.6

9.6

15.0

16.2

15.2

13.8

14.7

10.0

9.7

9.4

7.2

7.2

6.3

6.2

6.9

20.5

12.8

3.6

2.9

4.2

4.5

6.6

4.0

2.0

1.0

47.9

39.2

6.1

12.1

29.2

11.2

5.3

4.0

2.7

2.2

1.9

0.2

3.2

3.1

2.2

2.5

3.7

4.4

3.2

2.4

0.4

1.1

0.4

1.0

3

2.4

1.5

2.1

2.1

1.8

1.5

1.5

1.8

2.4

1.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常のお困りごと、悩み相談窓口

施設③福祉施設（福祉施設など） 

施設⑥公共施設（保健所など） 

娯楽（文化、スポーツ施設など） 

施設①教育関連施設（幼稚園等） 

安全（防犯対策、防災対策など）

雰囲気（マナー、コミュニティ）

施設②医療施設（病院など） 

施設⑤飲食施設（カフェなど） 

街中の移動、駅までの交通利便性

インフラ・生活環境（歩車道等） 

施設④買物施設（スーパーなど） 

日常の買い物、買い回りの便利さ

自然（公園、緑地、自然環境等） 

交通の利便性（都心との距離等）

風格（街並み、景観など）

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答
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図表１－３ たまプラーザに対する不安・不満・不便さ（Ｑ３）

電車の混雑を不満に感じている人が約６割、図書館や宿泊施設に対する不満は５

割弱、地区センター、娯楽施設にも２割以上の人が不満を感じています。

（％）

ベース人数：1358人

３）たまプラーザに対する不安・不満・不便さについて

1.3

2.4

4.9

4.9

5.9

6.4

7.4

7.6

8.0

8.2

8.5

11.9

12.2

13.1

14.5

14.8

15.8

16.8

17.9

19.2

20.5

23.8

46.8

49.8

57.4

4.3

1.8

13.0

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

特に不安や不満、不便はない

小学校・中学校が近くにない

子供のことを相談できる人がいない

公園が少ない、利用しにくい

バスが利用しにくい

子供連れで利用できる施設が少ない

緑地など自然環境が少ない

障害者のための施設が近くにない

子供が安心して遊んだり運動できる場所が少ない

交番や警察が近くにない

保育園・幼稚園が近くにない、少ない

子供を気軽に預けられるところが少ない

道路の幅が狭い、渋滞が多い

病院や診療所が近くにない、少ない

駅の駐車場が少ない

飲食施設が少ない、充実していない

必要な日用品を買える場所が少ない

駅の駐輪場が少ない

スポーツ施設が近くにない

高齢者のための施設が近くにない

自分向けの洋服や趣味用品等を買える場所が少ない

娯楽施設が少ない、充実していない

地区センター等が近くにない

友人等が来た時に宿泊施設が少ない

図書館が近くにない、利用しにくい

電車が混雑する
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図表１－４ たまプラーザに充実してほしい子育て施設やサービス（Ｑ４）

（％）

ベース人数：591人

４）たまプラーザに充実してほしい子育て施設やサービスについて

8.0

9.8

10.5

11.5

11.7

12.2

13.0

14.0

16.4

17.1

17.6

19.0

20.0

20.5

7.6

31.6

7.6

0 10 20 30 40 50 60

特になし

その他

街中で授乳やオムツ替えのできる施設

子育てヘルパーなどの自宅への派遣

子育ての相談ができる場所

産婦人科など出産のための施設

子供連れでも利用できる交通機関や道路

出産後の休養・回復の為の産後ケア施設

学童保育

子育て情報の収集ができる場所

手当てなどの経済的な支援

子供連れでも利用できる飲食施設

就園前の乳幼児を預かってくれる施設

親子で遊べる、学べる場所、公園

一時的に子供を預かってくれる施設

病気の子供を預かってくれる施設

夕方まで子供を預かってくれる施設

「夕方まで子供を預かってくれる」「病気の子供を預かってくれる」など、「子供を預

かってくれる施設」が充実して欲しいと望んでいる人が多いようです。
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図表１－５ たまプラーザに充実してほしい高齢者施設やサービス（Ｑ５）

（％）

ベース人数：681人

５）たまプラーザに充実してほしい高齢者施設やサービスについて

4.3

5.0

9.4

11.5

13.4

13.7

17.0

17.3

18.1

20.9

20.9

25.4

4.3

33.6

4.7

0 10 20 30 40 50 60

特になし

その他

ペットの散歩・世話の代行

留守番サービス

日常の洗濯の代行

身体の介護

話相手や相談相手

日常の買い物の代行

ごみ出しの代行

食事の準備の代行

掃除の代行

家の補修や庭の手入れの代行

お店で買った商品の自宅へのお届けサービス

公共機関などでの手続きの支援

安否確認の声かけ

「安否確認の声かけ」を望んでいる人が最も多く、「公共機関などでの手続き支援」や、

「購入商品のお届け」「各種家事代行」もそれぞれ１割以上の人が望んでいます。
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図表１－６ 定住意向

６）定住意向について

たまプラーザの街に今後も住み続けたい人は９割以上と定住意向は高めですが、

そのうち３分の１は現在の住まいにこだわっていないようです。

ベース人数：1358人

40.8 51.1 6.2 0.5 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ぜひ住み続けたい なるべく住み続けたい あまり住み続けたくない

早く別な街に移りたい 無回答

52.6 34.8 11.6 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

現在の住まいに住み続けたい 良い場所があれば街の中で住み替えたい

わからない 無回答

ベース人数：1248人

２）現在の住まいの今後の居住意向（Ｑ７）：たまプラーザに住み続けたい人対象

１）たまプラーザでの定住意向（Ｑ６）
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図表１－７ たまプラーザに住み続けたくない理由（Ｑ８）

たまプラーザの街に住み続けたくない理由としては、「電車の混雑」が最も多く、

次に「坂道や階段が多く街の中の移動に不便」という点が挙がっています。

（％）

ベース人数：91人

定住意向：住み続けたくない理由について

2.2

3.3

3.3

3.3

4.4

8.8

8.8

8.8

8.8

9.9

12.1

12.1

13.2

15.4

17.6

20.9

25.3

31.9

34.1

53.8

1.1

1.1

24.2

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

子供の通学に不便だから

教育水準が高くないから

住宅街や街路樹等街並みが良くないから

学校など教育施設が不足しているから

近所との折り合いがよくないから

地域の治安がよくないから

病院など医療施設が不足しているから

福祉サービスが充実していないから

友人や知り合いが少ないから

親、子供の近くに引っ越したいから

緑地など自然環境を少なく感じるから

駅まで遠く、出かけるのに不便だから

住んでいる「街」に愛着がもてないから

娯楽施設が少ないから

自分や配偶者の通勤・通学に不便だから

ここでの生活に飽きてしまったから

商業施設や商店街が充実しておらず買い物に不便

住民税が高いから

家賃など住まいにかかる費用が高い

坂道や階段が多く街の中の移動に不便

電車の混雑がはげしいから
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２．地域とのつながり・交流・街づくり

に関する実態とニーズ
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35.7

50.3

3.3

22.2

0 10 20 30 40 50 60

無回答

特にいない

その他の地域にいる

美しが丘にいる
41.5

57.7

2.9

14.5

0 10 20 30 40 50 60

無回答

特にいない

その他の地域にいる

美しが丘にいる

39.2

51.8

3.9

18.6

0 10 20 30 40 50 60

無回答

特にいない

その他の地域にいる

美しが丘にいる

図表２－１ 知人や友人の存在（Ｑ９）

１）知人や友人の存在について

「困ったときに助けを頼める人」「必要なときに情報・助言をくれる人」「悩んでいるこ

とを話せる」友人や知人が美しが丘にいる人は３～４割、一方で、そのような友人の

いない人が約２割を占めています。

（％）

ベース人数：1358人

１）一緒に遊ぶ・楽しく過ごせる人 ２）困ったときに助けや手伝いを頼める人

（％）

（％）

３）必要なときに情報をくれたり助言をくれる人

29.2

56.1

4.6

22

0 10 20 30 40 50 60

無回答

特にいない

その他の地域にいる

美しが丘にいる

４）悩んでいることや、気持ちや考えを話せる人

（％）



15

図表２－２ 地域のつながりニーズと現状

２）地域のつながりニーズと現状について

「地域のつながり」を「とても必要」と感じる人が４割、「どちらかといえば必要」を含め

ると９割以上が必要と感じています。

一方、現状「地域とのつながりがある」と感じている人は半数程度です。

ベース人数：1358人

39.3 52.9 6.1 0.6 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

とても必要だと思う どちらかといえば、必要だと思う
どちらかといえば、必要ではないと思う まったく必要ではないと思う
無回答

２）住まいの地域に地域とのつながりがあると感じるか（Ｑ11）

１）地域のつながりを必要と感じるか（Ｑ10）

7.1 42.9 39.2 9.0 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

とても感じる どちらかといえば、感じる
どちらかといえば、感じない まったく感じない
無回答

ベース人数：1358人
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図表２－３ 地域とのつながりに対する考え（Ｑ12）

３）地域とのつながりに対する考えについて

たまプラーザの街に対して、居心地のよさや愛着を感じる人が多いほか、

「助けを必要とする身近な人を助けたい」という意識を持つ人も多いようです。

（％）

ベース人数：1358人

0.4

0.6

1.3

2.5

1.9

2.2

2.3

8.1

3.4

6.7

5.1

17.2

13.2

26.6

21.9

29.4

2.7

14.7

17.0

18.3

20.7

22.2

27.2

27.3

39.8

41.0

47.7

43.7

49.3

49.9

11.3

19.4

21.1

35.9

41.2

46.1

40.2

24.7

43.2

40.9

40.4

28.1

27.5

20.5

20.7

14.6

12.0

20.8

17.1

14.5

12.9

10.8

13.7

16.6

14.1

9.9

6.0

5.2

4.3

2.7

3.9

2.1

71.2

51.9

51.0

29.7

24.3

19.2

18.9

25.9

9.9

11.6

6.4

6.3

4.2

3.8

2.0

1.9

2.4

2.6

2.9

2.7

2.7

3.3

4.2

2.4

2.1

3.5

2.3

2.3

3.1

2.7

2.2

2.1

4.8

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私はこの地域のあり方に影響力を持っている

この地域の人々に私がどう思われているか気になる

この地域の住人のほとんどが私を知っている

私はこの地域の為に少しは役に立っていると思う

この地域に住む人は皆同じ価値観を共有している

私とこの地域に住む人は地域に同じものを期待している

この地域で問題が生じた時は住人が自ら解決できる

私はこの地域に住む多くの住人と顔見知りである

この地域は人のつながりがあるほうだ

もっと暮らし易くする為に活動したい

この地域に住む人はお互いに良い関係を保っている

この地域に住む事は私には大切だ

助けを必要とする身近な人を助けたい

今後もこの地域に住み続ける

この地域は私にとって住むのに適している

この地域は私にとって居心地がよい

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そうは思わない 無回答
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１）地域で、いろいろな人と交流する機会があればよい（Ｑ13）

４）地域での交流機会ニーズについて

地域で交流する機会については、「どちらかといえば」を含めれば６割以上が「交流す

る機会があればよい」と考えています。

交流や活動の機会としては、自分の趣味や関心事に関する要望が高いといえます。

ベース人数：1358人

9.0 53.7 28.6 2.8 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

とてもそう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

まったくそう思わない 無回答

4.7

15.9

26.8

27.0

30.7

38.8

44.7

47.2

50.5

2.9

0.5

3.3

0 10 20 30 40 50 60

無回答

特に希望はない

その他

異性との交流ができる機会

毎週、毎月など定期的に参加できる機会

経験のないことが経験できる機会

他世代の人と交流できる機会

近所の人と交流できる機会

同じ世代の人と交流できる機会

時間にしばられずに活動できる機会

学びたい事や知りたい事に関する機会

自分の趣味に関する交流の機会

図表２－４ 地域での交流機会ニーズ

２）あればよいと思う交流や活動の機会（Ｑ14）

ベース人数：851人

（％）
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図表２－５ 交流・活動する場所や施設の希望（Ｑ15）

交流・活動する場所や施設については「自宅から徒歩でいけるところが良い」との回

答が７割近いほか、「学びの場があると良い」という要望も高めです。

（％）

地域での交流機会ニーズについて

2.9

3.1

6.5

7.8

11.5

13.3

13.7

14.2

16.7

18.0

27.0

28.6

38.6

67.5

1.8

4.3

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

特に希望はない

その他

個人のお宅でできると良い

小児科や産婦人科の医院が併設

コンビニなど日用品の買える店が併設

保育園や幼稚園など子育て支援機能

子供の遊び場があると良い

訪問看護・介護のステーション等が併設

地域の空き家や空室を活用した施設

サッカー場や体育館などスポーツ施設

季節のお祭りなどイベントが開催

にぎやかな場所（駅周辺など）が良い

地域の集会所が良い

交流できるカフェや食堂があると良い

図書館や学びの場があると良い

自宅から徒歩で行けるところが良い

ベース人数：1358人
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図表２－６ 定期的に行っている趣味や余暇活動（Ｑ16）

趣味・余暇活動では「インターネットでの検索・閲覧」が最も多く、「国内旅行」「読書」

「ショッピング」「ウオーキング」と続きます。

（％）

５）趣味・余暇活動について

8.6

8.8

9.7

10.3

11

12.2

12.4

12.4

13.3

13.8

14.8

16.5

16.9

17.1

18.3

20.2

21.1

23.3

25.6

30.9

33.7

35.1

8.2

8

8.1

0 10 20 30 40

車・バイク

編み物・手芸

ボランティア活動

自治会・地域活動

観劇

ペットの世話

ブログ・ツイッター・フェイスブック

写真・カメラ

ゴルフ

料理・お菓子づくり

スポーツ観戦

温泉などのリラクゼーション

園芸・ガーデニング

ビデオ・ＤＶＤ鑑賞

ドライブ

体操･ストレッチ･ヨガ

音楽鑑賞

海外旅行

食べ歩き

映画鑑賞

ウォーキング

ショッピング

読書

国内旅行

インターネットでの検索･閲覧

ベース人数：1358人

0.4

0.7

0.9

0.9

1.8

2.2

2.4

3.6

3.6

3.8

3.8

4.2

5.5

5.5

6.2

6.3

6.3

6.6

6.9

7.5

7.6

7.7

3.8

5.3

4.4

0 10 20 30 40

無回答

行っていることはない

その他

ゲートボール

ボウリング

野球･ソフトボール

サッカー･フットサル

釣り

サイクリング

キャンプ・オートキャンプ

日曜大工・ＤＩＹ

登山

ダンス

資格取得

お茶・お花

テニス

絵画・彫刻・陶芸

ハイキング

ジョギング・ランニング

カラオケ

楽器演奏・コーラス

ゲーム

水泳

外国語会話

その他スポーツ
（％）
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14.7

8.6

5.1

8

6.3

5

7.1

11.7

12.4

1.3

39

23.7

0 10 20 30 40 50

無回答

特になし

その他

地域貢献活動・ボランティア活動

街づくり活動・エリアマネジメント

地域の仕事（シルバー人材センター等）

町内会・自治会や地域行事

子育て支援（保育など）

高齢者の支援（家事援助など）

安全管理（交通安全、防犯・防災など）

生活環境改善（環境美化、緑化推進等）

教育関連・文化啓発活動（勉強会など）

図表２－７ 現在参加している活動（Ｑ17）

現在は「町内会・自治会」への参加が最も多いですが、今後は「地域貢献ボランティア

活動」や「教育関連・文化啓発活動」「生活環境改善活動」に参加したいと思っている人

がそれぞれ１割以上みられます。

（％）

６）参加している活動・今後参加したい活動について

8.2

1.5

1

16.3

3.2

1.7

6.8

6.1

6.6

1.5

39.8

29.7

0 10 20 30 40 50

無回答

特になし

その他

地域貢献活動・ボランティア活動

街づくり活動・エリアマネジメント

地域の仕事（シルバー人材センター等）

町内会・自治会や地域行事

子育て支援（保育など）

高齢者の支援（家事援助など）

安全管理（交通安全、防犯・防災など）

生活環境改善（環境美化、緑化推進等）

教育関連・文化啓発活動（勉強会など）

ベース人数：1358人

（％）

図表２－８ 今後参加したい活動（Ｑ18）
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図表２－９ 現在の就業状況（Ｑ19）

５年以内に定年退職をむかえる人は７％、その中で退職後も働き続けたい人は半数以

上となっています。働き続けたい理由は「健康維持のため」が多く見られます。

７）現在の就業状況・定年退職後の就労意向について

ベース人数：1358人

3.4 11.2 2.228.1 25.8 29.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

フルタイムで働き続けたい パートタイムの形で働き続けたい

働き続けたいとは思わない その他

わからない 無回答

37.5

39.6

43.8

45.8

58.3

25

0

4.2

0 10 20 30 40 50 60

特に理由はない

その他

自己実現のため

社会の役に立ちたいから

時間を有効に活用したいから

自由になるお金を得たいから

生活のために必要・生活費を得るため

健康維持のため

図表２－10 定年退職後の就労意向

１）就労意向（Ｑ20）

２）働き続けたい理由（Ｑ21） （％）

8.9 1.6 4.032.8 6.6 1.4 44.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

現在就労あり・５年以内定年退職しない 現在就労あり・５年以内定年退職の予定

すでに定年退職している 自営業や自由業等定年のない仕事をしている
専業主婦や学生などで就労なし その他

無回答

ベース人数：89人

ベース人数：48人
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８）街づくりの担い手となる意向について

街づくりの担い手を、「ぜひやってみたい」人は４％、「どちらかといえば」も含めると

２割の人が街づくりの担い手をやってみたいと答えています。

ベース人数：1358人

3.9 16.5 48.5 21.4 9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

ぜひ、やってみたい どちらかといえば、やってみたい どちらかといえば、やりたくない

やりたくない 無回答

図表２－11 街づくりの担い手となる意向（Ｑ22）

（％）
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図表２－12 保有している資格（Ｑ24）

「中学教諭」「高校教諭」「宅建」「ファイナンシャルプランナー」のほか「医師」「看護

士」「ホームヘルパー」「保育士」などの資格を持っている人が多いようです。

（％）

９）保有している資格について

0.7

0.9

0.4

0.4

0.2

1.5

0.4

1.5

5.3

0.8

0.5

0.9

0.5

0.4

1

0.1

0.1

0.8

6.6

1.1

3.2

0 2 4 6 8 10

不動産・建築その他

建築士

宅地建物取引主任者

マンション管理士

管理業務主任者

土地家屋調査士

測量士

不動産鑑定士

経済・ビジネスその他

年金アドバイザー

証券アナリスト

ファイナンシャルプランナー

社会保険労務士

中小企業診断士

税理士

公認会計士

行政・法律系その他

行政書士

司法書士

弁理士

弁護士

ベース人数：1358人

（％）

1.2

0.4

7.8

9.6

3.7

3.8

0.9

4

0.9

0.3

1.5

0.4

0.5

0.1

0

0.1

3

0.1

0.5

1.4

0.4

0.6

3

1.2

1.4

3.2

0 2 4 6 8 10

教育・子育てその他

保育士

学芸員

学校図書館司書教諭

養護学校教諭

高等学校教諭

中学校教諭

小学校教諭

幼稚園教諭

医療・福祉その他

ホームヘルパー

介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）

精神保健福祉士

介護福祉士

社会福祉士

保健師

作業療法士

理学療法士

助産師

看護師

歯科技工士

歯科衛生士

薬剤師

獣医師

歯科医師

医師

2.1

0.6

0.8

2.2

0.7

1.6

0.8

2

0.1

1

0.1

0.5

6.5

11.6

8.5

0 2 4 6 8 10 12

無回答

資格・免許は持っていない

その他

ＩＴ関連国家資格その他

システムアナリスト

上級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ

初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ

生活・サービスその他

食品衛生責任者

管理栄養士

調理師

気象予報士

美容師

理容師

通訳案内士

（％）

「各種運転免許」63％
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図表２－13 「郊外住宅地の再生型まちづくり」の取り組みの認知（Ｑ41）

10）「郊外住宅地の再生型まちづくり」の取り組みの認知について

「郊外住宅地の再生型まちづくり」の取り組みを知っている人は45％と半数近い割

合でした。

ベース人数：1358人

7.6 37.4 52.1 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

内容も含めて、よく知っている 聞いたことがある

聞いたことがない、知らなかった 無回答
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３．情報・移動・環境に関する実態とニーズ



26

図表３－１ 利用しているコミュニケーションツール（Ｑ25）

コミュニケーションツールとしては「インターネット」を76％、「Ｅメール」を60％、「フェ

イスブック」を16％の人が利用していることがわかりました。

（％）

１）利用しているコミュニケーションツールについて

9.0

9.7

16.2

60.2

76.2

4.3

5.8

14.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

いずれも利用していない

その他のＳＮＳ

ツイッター

ブログ

フェイスブック

Ｅメール

インターネット

ベース人数：1358人
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図表３－２ 外出頻度（Ｑ26）

７割近くの人がほとんど毎日外出していますが、週に２、３日またはそれ以下という人

も２割近くみられます。移動手段としては電車、徒歩が多いようです。

２）外出頻度・移動手段について

ベース人数：1358人

16.18.2 58.4 11.3
2.4

0.6

0.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

１日数回 ほとんど毎日 週に４、５日 週に２、３日 週に１日 その他 ほとんど外出しない 無回答

1.2

3.3

4.0

12.2

14.9

47.0

53.2

76.8

87.8

0.3

1.3

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

その他

車椅子、電動車椅子

カーシェアの自動車

バイク

レンタカー

自転車（電動含む）

タクシー

バス

自家用車

徒歩

電車

図表３－４ 自家用車の保有（Ｑ27）

（％）

図表３－３ 移動手段（Ｑ28）

57.7 40.4 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

持っている 持っていない 無回答

ベース人数：1358人
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外出時に「坂道を歩いたり、自転車での移動が負担」という人が16％のほか、自宅

や道路・建物の段差を不安に挙げる人もそれぞれ７％みられます。

３）外出時の不安・不便さについて

ベース人数：1358人

3.3

4.8

4.9

5.2

6.7

6.8

7.9

15.9

2.7

58.0

5.3

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

出かけるときの交通が不便

自家用車を運転するのが不安

自宅からバス停や駅まで遠い

外出中に体調不良や転倒するのが不安

足・腰が悪くて外出しづらい

道路や建物等に段差があり外出しづらい

家の玄関などに段差があり外出しづらい

自宅を留守にするのが不安

坂道を歩いたり、自転車での移動が負担

図表３－５ 外出時の不安・不便さ（Ｑ29）

（％）
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「歩行者、自転車、自動車が完全に分離の安全な経路」や、「どこでも乗り降りでき

る公共交通手段」に対する要望が高いようです。

４）移動（モビリティ）に対するニーズについて

ベース人数：1358人

（％）

図表３－６ 移動（モビリティ）に対するニーズ（Ｑ30）

17.5

19.6

33.4

39.8

16.6

23.5

12.8

0 10 20 30 40 50 60

無回答

動く歩道や軽量軌道交通の様な移動手段

目的に応じて情報や交通手段を提供するサービス

自動車と自転車の中間タイプの移動手段

荷物を運ぶのをサポートするサービス

どこでも乗り降りできる公共の交通手段

歩行者、自転車、自動車が分離された安全な経路
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図表３－７ 環境・エネルギーに対する意識（Ｑ31）

５）環境・エネルギーに対する意識について

自分自身で努力や心がけを行なっている人が目立つほか、「地域全体で省エネに

取り組むべき」と感じている人も８割を占めています。

ベース人数：1358人

2.0

4.0

13.0

25.6

21.6

26.5

24.2

29.1

32.5

46.2

36.7

39.5

4.2

18.3

25.3

34.1

38.2

36.5

42.5

33.4

43.2

47.9

11.4

27.6

28.3

21.8

25.0

19.9

20.0

13.9

15.5

7.1

9.5

7.0

73.8

43.1

20.3

24.8

17.7

10.2

10.5

10.8

3.3

6.4

2.4

1.0

8.6

9.1

9.3

9.5

10.4

9.4

7.1

9.8

6.2

6.9

8.1

4.6

16.2

29.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生ごみのたい肥化を行なっている

量り売りで必要な量だけ購入している

リサイクル用品の提供や購入を行なっている

自家用車に頼らない生活をしている

自家用車なしでシェアする仕組があればよい

太陽光発電等がある地域に住みたい

マイバッグやマイ箸を使用

各家庭でも自然エネルギーを導入していくべき

過剰包装を断っている

詰め替え商品を購入している

地域全体で省エネに取り組むべき

無駄な電気や水を使わない努力をしている

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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４．住まいに関する実態とニーズ
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図表４－１ 住居所有形態（Ｑ32）

住宅の築年数40年以上が３割、築30年以上と合わせると半数近くにのぼります。

一方、現在の住まいの居住年数は10年未満が４割と比較的短い人が多いようです。

１）住居形態・築年数・居住年数について

ベース人数：1358人

図表４－２ 住居の築年数（Ｑ33）

16.1 6.325.0 18.9 22.7 5.2
2.3 1.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

持ち家一戸建て 持ち家集合住宅（旧公団団地） 持ち家集合住宅（旧公団団地以外）

民間賃貸マンション 民間賃貸アパート 公社・公団等の公的賃貸住宅

社宅・寮・官舎 その他 無回答

図表４－３ 居住年数（Ｑ36）

14.1 16.6 4.1 2.831.9 17.2 13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

40年以上 30年以上40年未満 20年以上30年未満 10年以上20年未満
10年未満 わからない 無回答

11.8 21.59.8 14.1 40.9 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

40年以上 30年以上40年未満 20年以上30年未満 10年以上20年未満 10年未満 無回答
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図表４－４
建物階数：戸建
（Ｑ34）

集合住宅では５階建が半数近くと最も多く、４階建以上を合わせると９割近くになり

ますが、そのうちエレベーターが設置されていない建物が約６割にのぼります。

（％）

２）建物階数・居住階について

ベース人数：339人

（％）

（％）

3.5

0.3

8.6

0.3

85.8

0.3

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

１階建て

２階建て

３階建て以上

地下室＋１階建て

地下室＋２階建て

地下室＋３階建て以上

17.6

44.6

2.7

8.6

2.9

5.8

3.5

0.7

7.8

3.5

2.3

0 10 20 30 40 50

無回答

2階建て

3階建て

4階建て

5階建て

6階建て

7階建て

8階建て

9階建て

10階建て

11階建て

図表４－５ 建物階数：集合住宅（Ｑ35）

22.6

20.6

11.6

3.5

3.0

1.3

1.1

0.7

21.0

0.4

14.0

0 10 20 30 40 50

無回答

1階

2階

3階

4階

5階

6階

7階

8階

9階

10階

図表４－６ 居住階数：集合住宅（Ｑ35）

ベース人数：936人

■エレベーター

設置されている

37.0％

設置されていない

59.3％

ベース人数：966人
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図表４－７ 住まいの選択理由（Ｑ37）

「駅に近く、出かけるのに便利」という人が52％と最も多く、「街並みが良い」点も半

数近くが挙げています。「自然環境」「商業施設の充実」も約４割にのぼります。

３）住まいの選択理由について

ベース人数：1358人

0.3

0.7

2.2

3.1

5.4

6.0

6.3

10.7

11.4

13.0

13.0

17.5

19.3

20.0

22.6

27.9

34.8

38.9

39.5

49.3

51.7

2.4

2.0

4.6

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

特に理由はない

福祉サービスが充実しているから

子供と同居するため

結婚相手が住んでいたから

親と同居するため

友人・知人が近くに住んでいるから

会社の寮・社宅などに入居するため

親の代から住んでいるから

美しが丘に住むことに憧れていたから

子供の通学に便利だから

親、子供が近くに住んでいるから

教育水準が高いから

家賃・価格が適当だったから

学校や病院等生活に欠かせない施設が充実

美しが丘に親しみがあるから

物件が魅力的だったから

地域の治安がいいから

自分や配偶者の通勤・通学に便利だから

商業施設等が充実していて買い物に便利だから

緑地など、自然環境に恵まれているから

住宅街や街路樹など街並みが良いから

駅に近く、出かけるのに便利だから

（％）



35

図表４－８ 住まいに対する満足度（Ｑ38）

４）住まいに対する満足度について

住まいに対する満足度は「満足」している人が約３割、「どちらかといえば満足」をあ

わせると85％の人は満足していることがわかりました。

ベース人数：1358人

28.4 57.1 9.7 2.8
2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

参考 再掲：たまプラーザの街に対する満足度：全体満足度（Ｑ２）

38.1 55.2 5.2
0.4

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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図表４－９ 住まいや住まい周辺の不安・不満・不便さ（Ｑ39）

住まいや住まい周辺の不安・不満・不便さとして、「震災での損傷や倒壊」「間取りや

動線の使いにくさ」を挙げる人が多いほか、街中や家での段差に対しても負担に感

じている人が少なくないようです。

５）住まいや住まい周辺の不安・不満・不便さについて

ベース人数：1358人

6.6

3.2

3.3

4.8

6.5

7.5

7.9

9.4

14.7

18.7

22.2

24.6

14

7.5

11.3

0 10 20 30 40 50 60

無回答

現在は不安はないが将来は不安に感じる

不安や不満・不便は特に感じていない

その他

住宅ローンを払い続けられるか不安

子供が独立して家が広すぎると感じる

相続等将来の家の扱いをどうするか不安

空き家や空き地の増加で治安が悪化

子供の成長などで家が手狭に感じられる

駅や各種施設までの距離が負担

庭の手入れや建物の修繕が負担

家や建物の階段の上り下りや段差が負担

街中での階段や坂道の上り下りが負担

家が古くなり間取りや動線が使いにくい

震災で損傷したり倒壊しないか不安

（％）
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3.7

3.5

11.4

21.4

14.5

22.6

14.7

30.3

33.6

42.6

11.2

19.6

28.8

23.4

33.0

28.1

36.7

39.0

35.9

28.7

27.0

26.0

30.0

21.9

30.8

15.5

11.9

8.2

38.6

41.5

23.1

22.2

16.9

18.6

11.3

12.7

7.9

3.1

10.6

13.7

12.9

10.8

9.7

13.5

10.2

13.5

10.0

7.1

12.5

25.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一箇所に長く住むよりいろいろなところに住みたい

持ち家よりも気楽に転居できる借家のほうがよい

子供の成長や家族構成に合わせて住まいを替えたい

マンションよりも一戸建てに住みたい

郊外よりも都心や都心の近くに住みたい

多少無理をしても自分の家を持ちたい

多少不便でも環境のいいところに住みたい

住宅ローンに縛られた暮らしはしたくない

一戸建ては庭や建物の管理が大変だと思う

駅に近い場所など便利な所に住みたい

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

図表４－10 住まいに対する態度・考え（Ｑ40）

６）住まいに対する意識について

「便利な場所に住みたい」、「戸建は管理が大変」と考えている人が多いようです。

また「家族構成に合わせて住み替えたい」という人も４割近くみられます。

ベース人数：1358人
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５．家族・世帯の状況
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１）未既婚・ライフステージについて

図表５－１ 未既婚・夫婦の就業状況（Q47）

図表５－２ ライフステージ（未婚含む）（Ｑ48）

3.2 35.2 1.5 23.8 9.310.8 7.0 3.3 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

末子は乳幼児（幼稚園生も含む） 末子は小学生 末子は中学生

末子は高校生 末子は大学生、短大生、専門学生 末子は社会人

妊娠中 子どもはいない 無回答

ベース人数：1358人

2.1 12.6 3.89.9 28.7 25.4 17.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

未婚 既婚：夫のみ就業・収入あり 既婚：夫婦で就業・それぞれ収入あり

既婚：妻のみ就業・収入あり 既婚：夫婦いずれも就業なし 離別・死別
無回答

既婚が74％。また夫のみ就業している家庭が約３割、夫婦で就業している家庭が

25％という一方で、夫婦とも就業していない家庭も２割近いことがわかりました。

既婚率
73.7％

ベース人数：1358人
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２）同居家族構成・離れている家族について

図表５－３ 同居家族構成（Ｑ49）

ベース人数：1358人

41.816.3 32.7
2.4

2.9
4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

一人暮らし 夫婦のみ 親と子ども（２世代同居） ３世代同居 その他 無回答

同居している家族構成では、「親と子ども」が42％、「夫婦のみ」が33％、「一人暮ら

し」が16％となっています。

家族人数

平均２．５人

■要介護家族のいる人 ５．５％ （施設に入所している２．２％、居宅サービスを受けている３．３％）

図表５－４ 離れて住んでいる家族（Ｑ52）

（％）
（％）

9.6

29.4

25.6

6.7

34.8

26.4

2.3

1.4

17.9

15.8

0 10 20 30 40 50

無回答

該当家族なし

その他の家族

孫

子供

兄弟姉妹

祖父母

母親

父親

配偶者

図表５－５ 同居したい家族
：離れている家族のいる人対象（Ｑ53）

2.8

10.3

1.3

0.6

12.9

7.4

3.1

0.1

58.5

14.5

0 10 20 30 40 50 60

無回答

該当家族なし

その他の家族

孫

子供

兄弟姉妹

祖父母

母親

父親

配偶者

■離れて

住んでいる

家族がいる

66.3％

ベース人数：901人

■同居したい

家族がいる

27.0％

5.6

2.1

0.3

5.3

10.1

1.4

11.3

1

0 10 20

無回答

その他のペット

昆虫類

魚類

鳥類

その他のほ乳類

ネコ

イヌ

図表５－６ 飼っているペット（Ｑ54）

（％）

■ペットを

飼っている

22.6％

ベース人数：1358人
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３）職業（回答者本人・世帯主）について

図表５－７ 回答者本人と世帯主の関係（Ｑ55）

ベース人数：1358人

55.4 38.5
2.1

0.5
0.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

世帯主本人 世帯主の配偶者 世帯主の子供 世帯主の親 その他 無回答

世帯主の職業では会社員が約４割の一方で、無職との回答も25％にのぼりました。

図表５－８ 回答者の職業（Ｑ56）

（％）
（％）

0.4

23.3

8.3

3.1

2.9

6.1

15.1

7.3

3.2

2.1

0.1

20.2

4.4

3.5

0 10 20 30

無回答

その他

無職

学生

専業主婦

パート・アルバイト

派遣・契約社員

公務員

専門・自由業

会社員（事務、技術、販売）

会社員（管理職）

会社役員、経営者

自営の商業、工業

農林水産業

図表５－９ 世帯主の職業（Ｑ57）

0.1

3.3

2.9

2.3

3

6.3

22.1

16

6.5

3.5

0.1

24.9

5.5

3.5

0 10 20 30

無回答

その他

無職

学生

専業主婦

パート・アルバイト

派遣・契約社員

公務員

専門・自由業

会社員（事務、技術、販売）

会社員（管理職）

会社役員、経営者

自営の商業、工業

農林水産業



42

図表５－10 現在の暮らし向き意識（Ｑ58）

４）暮らし向き意識・収入源について

現在の暮らし向きは「ふつう」が６割、「ゆとりがある」・「苦しい」が２割ずつとなって

います。一方、将来については、全体の３分の１の人が「悪くなる」と感じています。

ベース人数：1358人

1.8 16.9 59.2 2.716.6 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

大変ゆとりがある ややゆとりがある ふつう やや苦しい 大変苦しい 無回答

4.6 8.0 49.6 3.628.5 5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる 無回答

図表５－11 将来の暮らし向き意識（Ｑ59）

（％）

図表５－12 家庭の主な収入源（Ｑ60）

0.1

5.2

20.5

0.4

1.8

59.1

0.2

11.9

0.7

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

生活保護

子供や親族からの援助

企業年金・個人年金

公的な年金・恩給

利子・配当金などの収入

家賃・地代などの収入

就業による収入


